
　
高
齢
化
が
進
み
、
65
歳
以
上
の
10
人
に

１
人
、
85
歳
以
上
に
な
る
と
４
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
前

期
高
齢
者
（
65
歳
～
75
歳
未
満
）
に
到
達

し
ま
す
。
そ
の
10
年
後
の
２
０
２
５
年
に

は
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
人
口
が
ピ
ー
ク

と
な
り
、
『
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
認

知
症
』
と
い
う
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
現
在
（
平
成
26
年
３
月
末
）
の
小
城
市

の
要
介
護
認
定
者
数
は
表
１
の
通
り
で
す
。

　
介
護
認
定
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
（
表

２
）
を
見
て
み
る
と
、
認
知
症
が
約
３
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
は　

　
脳
は
、
人
間
の
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
司
令
塔
で
す
。

　
認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
、

脳
の
司
令
塔
の
働
き
に
不
都
合
が
生
じ
る

こ
と
で
、
い
っ
た
ん
正
常
に
発
達
し
た
知

的
機
能
が
持
続
的
に
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
認
知
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
社
会
生
活

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
状
態
で

す
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の

病
気
で
す
。

　
認
知
症
の
原
因
疾
患
の
大
部
分
を
占
め

る
の
が
、
①
脳
血
管
性
認
知
症
と
②
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
す
。（
図
１
）

早
期
受
診
・
診
断
が
重
要

　
認
知
症
の
診
断
は
、初
期
ほ
ど
難
し
く
、

精
密
な
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
必
要
で
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
に
は

　
認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る

こ
と
と
、
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
す
。

《
脳
血
管
性
認
知
症
の
予
防
》

　
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
の
方

は
認
知
症
の
発
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
病
状
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

き
ち
ん
と
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

《
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
予
防
》

　
運
動
や
食
事
な
ど
、
生
活
習
慣
病
対
策

が
有
効
で
す
。

《
老
化
に
よ
る
認
知
症
の
予
防
》

　
脳
や
身
体
を
使
わ
な
い
と
認
知
症
の
発

症
や
進
行
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
何
か
日
課

を
行
っ
た
り
、
家
族
や
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
し
て
、
刺
激
の

あ
る
日
常
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

認知症を予防しましょう

①�血管が詰まって一部
の細胞が死ぬ
　（脳血管性認知症）

（表２）
介護が必要になった主な原因

1位 認知症 26.40%

2位
関節疾患
（リウマチ等）

20.30%

3位 脳血管疾患 18.90%

※びまん性…�病変がはっきりと限定できずに、全身や臓器全体など
広範囲に広がっている状態のこと。

出典：認知症サポーター養成講座標準教材

（表１）要介護認定者数（人）� Ｈ26.3月末
１号被保険者
（65歳以上）

２号被保険者
（40〜64歳以上） 合計

要支援１ 391 ５ 396
要支援２ 301 ７ 308
要介護１ 454 18 472
要介護２ 259 10 269
要介護３ 256 ６ 262
要介護４ 225 ７ 232
要介護５ 177 ６ 183
合計 2,063 59 2,122

②脳の細胞が少しずつ
※びまん性に死んで脳
　が萎縮する
　（�アルツハイマー病な
どの変性疾患）

（図１）
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『小城市　オレンジ大学』で認知症予防をしませんか？

 福祉課（西館１階）  【担当】今泉・村岡　☎３７・61０７

　
65
歳
以
上
の
市
民
の
方
を
対
象
に

認
知
症
予
防
の
た
め
の
教
室
『
オ
レ

ン
ジ
大
学
』
を
開
講
し
ま
す
。

　
運
動
や
社
会
交
流
を
含
む
生
活
習

慣
の
変
化
に
よ
り
、
認
知
機
能
低
下

や
認
知
症
発
症
を
予
防
し
、
シ
ニ
ア

の
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
し
た
心
豊

か
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

『
オ
レ
ン
ジ
大
学
』
と
は

　
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
神

経
内
科
）
と
協
働
で
実
施
し
ま
す
。

　
年
に
１
回
大
学
の
協
力
を
得
て
、

検
査
（
認
知
・
身
体
・
血
液
）
を
行

い
、
運
動
の
実
技
や
講
座
（
調
理
・

教
養
）を
月
１
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

小
城
市
オ
レ
ン
ジ
大
学

�

募
集
要
項

主
な
会
場　
ゆ
め
り
あ　
な
ど

参
加
資
格

・
６５
歳
以
上
の
自
立
し
た
高
齢
者

・�

本
事
業
は
５
年
間
の
継
続
事
業
の

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
５

年
間
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

募
集
人
数　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
３
ク
ラ
ス
に
分
け
て
開
設
予
定
。

　
参
加
費　
無
料　

※�

講
義
内
容
に
よ
り
別
途
材
料
費
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
期
間　
５
年
間
（
予
定
）

（
平
成
26
年
７
月
～
平
成
30
年
３
月

31
日
）

申
込
方
法

　
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
『
オ
レ
ン
ジ
大
学
』
開
講
に
あ
た

り
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
診
断
が
大
切
で

す
。「
認
知
症
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
、

〝
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
〟、〝
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
〟
な
ど
、

認
知
症
の
治
療
や
予
防
に
つ
い
て
の

最
新
情
報
の
講
演
で
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
大
学
へ
の
入
学
希
望
の

方
は
、
講
演
会
後
に
受
講
内
容
を
説

明
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
講
演
会
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※�

事
前
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

〔認知症予防講演会〕

・日時　７月26日（土）　10時〜12時
・場所　桜楽館
・テーマ　認知症の最新情報
・講師　佐賀大学医学部神経内科
　　　　原

はら

　英
ひで

夫
お

　教授
・入場料　無料

　認知症は、誰でもなる可能性の
ある病気で、いつ自分や家族、あ
るいは友人や知り合いがなるかわ
かりません。認知症について学ん
でみませんか。

要申込

平
成
26
年
度　
第
１
回
『
認
知
症
予
防
講
演
会
』

（受付９時15分〜）
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